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（比較社会文化学府評議員）
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一最終総合演習の後の懇親会場で2002．1．30一
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　憲法学の横田耕一先生が3月31日をもって定年退官

されました。旧教養部時代、先生の講義は人気の定番

で、座席定員320人の特1大教室がいつも一一杯でした。

教育にかける熱意と真剣さ、社会問題と積極的に係わ

ろうとする姿勢、そして天皇制に関する第一人者とし

ての研究業績、いずれを見てもまさに大学人のお手本

です。老若男女、誰とでも口を尖らせて本気で議論し

て、しかも憎まれないお人柄です。私自身も先生を心

から尊敬するとともに、それ以上に大好きです。六本

松キャンパスが風通し良く居心地のいい場所であるこ

とには、権威主義を毛嫌いする横田先生の身の処しか

た、長屋のご意見番としてのお節介と心遣いによると

ころが大であったと思います。

　そうなんだ、と、はたと気付いたのは、横田先生の

研究と教育のスタイルは、願文の設置理念を体現する

キーワードの「越境」を先取りして体現していたとい

うことです。先生が異なる専門の同僚や院生と交わす

議論は、知の異種間格闘技でした。あるいは各自の狭

い専門というリングから下りての知的場外乱闘でし

た。ただし横田先生は、舌鋒は鋭いのに、キューピー

さんのように突き出たお腹と優しい顔立ちのせいか、

舌戦の最中でも、これは頭の体操、知的遊戯、遊びの

喧嘩なんですよ、というメタ・メッセージを常に発し

ていました。

　そもそも本学府が設置されたのは、国際化や情報化

の進展と地球環境問題の深刻化など、現代社会が直面

する諸問題に対処する方途を探る教育研究を行なうた

めでした。それらの問題は、既成の学問の枠組みでは

捉えきれない広がりと深さをもって進行しています。

そのことを自覚し、学府の特徴として掲げたのが学際

性であり、理念を表わすキーワードが「越境」でした。

　「越境」には、二重の意味が込められています。ひ

とつには、国際化、情報化、環境問題のいずれもが、

一国の枠内ではおさまりきらず、グローバリゼーショ

ンと呼ばれるような、国境を越えた現象であること。

しかも国境にかぎらず、従来のものごとの枠組みや境

界を越えた事象の方こそが常態になりつつあること。

それゆえ、「越境」の第二の含意は、そうした現実に

対処するために、既成の学問の枠組みを越えた研究協

力や、さらには新たな研究のスタイルを模索しなけれ

ばならないということです。

　ただ、残念ながら、研究者の個々人がひとりで学際

性を十二分に発揮することには限界があります。中途

半端な学際は、学と学のあいだの隙間狙い、ともすれ

ば際物、色物、いい加減なものとなりかねません。

各々の専門分野ごとに研究の膨大な蓄積と新たな展開

があり、それをふまえてオリジナルな研究を進めるた

めには、ある程度は専門に特化した勉強が不可欠です。

そして制度化された学問は、今まで、その内部で完結

する自己増殖あるいは単純再生産を奨励してきまし

た。もっとも、それがいつまで続くかは疑問ですが。

　逆に言えば、だからこそ、学際であり越境であり、

本パンフレットのタイトル”Crossover”が真に必要なの

です。時代は変わり、世界は変わり、研究も変わらざ

るをえません。各自が高い専門性をもちつつ、しかし、

その狭い専門分野に自閉し安住しないこと。知的な異

種間格闘技に出てゆかねばなりません。

　旧教養部、すなわちリベラル・アーツ教育の場であ

った六本松キャンパスが、そして比文が、そうした知

の格闘技のアリーナとなり、新たな学際研究を生み出

し育んでゆくことを願っています。横田先生は、そう

したアリーナ、知的コミュニティーが六本松にあるこ

とを信じ、そのなかで自ら越境を実践されました。先

生のこ退官をめぐる感慨のなかで、ふたたび初心に返

る必要を思い起こしました。
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ろうとする姿勢、そして天皇制に関する第一人者とし

ての研究業績、いずれを見てもまさに大学人のお手本

です。老若男女、誰とでも口を尖らせて本気で議論し

て、しかも憎まれないお人柄です。私自身も先生を心

から尊敬するとともに、それ以上に大好きです。六本

松キャンパスが風通し良く居心地のいい場所であるこ

とには、権威主義を毛嫌いする横田先生の身の処しか

た、長屋のご意見番としてのお節介と心遣いによると

ころが大であったと思います。

そうなんだ、と、はたと気付いたのは、横田先生の

研究と教育のスタイルは、比文の設置理念を体現する

キーワードの「越境」を先取りして体現していたとい

うことです。先生が異なる専門の同僚や院生と交わす

議論は、知の異種間格闘技で した。あるいは各自の狭

い専門というリングから下りての知的場外乱闘でし

た。ただし横田先生は、舌鋒は鋭いのに、キューピー

さんのように突き出たお腹と優しい顔立ちのせいか、

舌戦の最中でも、これは頭の体操、知的遊戯、遊びの

喧嘩なんですよ、というメタ・メ ッセージを常に発し

ていました。

そもそも本学府が設置されたのは、国際化や情報化

の進展と地球環境問題の深刻化など、現代社会が直面

する諸問題に対処する方途を探る教育研究を行なうた
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めでした。それらの問題は、既成の学問の枠組みでは

捉えきれない広がりと深さをもって進行しています。

そのことを自覚し、学府の特徴として掲げたのが学際

性であり、理念を表わすキーワードが「越境」でしt:..o
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しかも国境にかぎらず、従来のものごとの枠組みや境

界を越えた事象の方こそが常態になりつつあること O

それゆえ、「越境」の第二の合意は、そうした現実に

対処するために、既成の学問の枠組みを越えた研究協

力や、さらには新たな研究のスタイルを模索しなけれ

ばならないということです。

ただ、残念ながら、研究者の個々人がひとりで学際

性を十二分に発揮することには限界があります。中途

半端な学際は、学と学のあいだの隙間狙い、ともすれ

ば際物、色物、いい加減なものとなりかねません O

各々の専門分野ごとに研究の膨大な蓄積と新たな展開

があり、それをふまえてオリジナルな研究を進めるた

めには、ある程度は専門に特化した勉強が不可欠です。

そして制度化された学問は、今まで、その内部で完結

する自己増殖あるいは単純再生産を奨励してきまし

た。もっとも、それがいつまで続くかは疑問ですが。

逆に言えば、だからこそ、学際であり越境であり、

本パンフレットのタイトル"Crossover"が真に必要なの

です。時代は変わり、世界は変わり、研究も変わらざ

るをえません。各自が高い専門性をもちつつ、しかし、

その狭い専門分野に自閉し安住しないこと O 知的な異

種間格闘技に出てゆかねばなりません。

旧教養部、すなわちリベラル・アーツ教育の場であ

った六本松キャンパスが、そして比文が、そうした知

の格闘技のアリーナとなり、新たな学際研究を生み出

し育んでゆくことを願っています。横田先生は、そう

したアリーナ、知的コミュニティーが六本松にあるこ

とを信じ、そのなかで自ら越境を実践されました。先

生のご退官をめぐる感慨のなかで、ふたたび初心に返

る必要を思い起こしました。
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　私は秋田の雪深い山

間の町に生まれ育った。

近くには白神山地のブ

ナ原生林が広がり、家

の前を酒々と水をたた

えた川が流れていた。

ほとんど文房具屋とい

っていいような構えの

本屋と小さな映画館が

ひとつしかない町だった。私の母は、そんな小さな町

の図書館に勤めていた。必然的に図書館は遊び場とな

り、私は、幼い頃からずらりと並んだ書架をうろつき、

眩量に似た感覚を味わっていた。

　そんなわけで、中学生の頃から本だけは読みあさっ

た。ただし、図書館では親の目が届いてしまうので、

本当に読みたい本はこっそり手に入れるという習慣が

できあがっていた。本屋に出かけ、片隅で日焼けして

いる文庫本をながめながら、どこか大人びていて狼褻

な匂いのする本を探したり、新潮文庫を「あ」から川頁

番に読んでいったりするのが好きだった。

　「さ」行あたりで私の高校生活は終り、上京するこ

とになった。文学部に進学するといったとき、親戚の

婆ちゃんは「あんたはアカになるのか」といった（とて

も優しい人だったけど、それは婆ちゃんにとっての

「現実」だったのだろう）。大学院に進学したいといっ

たとき、父は「そうか、お前は小説を書きたいのか」

とひとりこちていた。つくづく学問研究とは縁のない

環境に育ったものだが、いまになって振り返ってみる

と、そうしたく場〉から文学テクストにアプローチし

はじめたことは、私にとってとても重要な研究モチー

フになっているように思う。

　たとえば、秋田にいた頃に話していた言葉と東京で

自分が使う言葉との落差を事あるごとに突きつけら

れ、言葉の暴力性と差別性を切実に受け止めることが

できた。また、自分が自分の根っこにあるものを恥じ、

それを棄てようとしていることに気づいたとき、私は、

様々な文学テクストを作者の擬態として捉えるように

なっていた。人間は「私」のことしか分からないし

「私」のことしか語れない。だが、ありとあらゆる言

語表現は、「私」を何者かに仮託することによってし

か語れない。結果として、「私」は「私」の正体を絶

えず取り逃がしていく・…。私が研究の世界に足を踏

み入れることになるきっかけは、そうした「私」と世

界（＝他者）との間に横たわるジレンマを突き抜けた

いという衝動に他ならなかった。

　こうして日本近代文学を専攻することになったわけ

だが、学部時代は現代小説から歴史小説へと向かって

いく時代の森鴎外を、修士課程では大正から昭和初期

にかけての川端康成を、博士課程では明治大正期の劇

文学をというかたらで、テーマはめまぐるしく変化し

続けた。院生時代には、生活のために塾や予備校で現

代文を教えたことで、教材としての文学テクストに関

しても関心が強まり、明治期の国字・国語問題をはじ

めとして、学校教育における「国語」の成立と今日に

至る史的検証を大きな研究の柱としてもつようになっ

たし、雑誌「太陽』のCD－R版を出版する企画に加わ

り書誌データ収集の仕事を任されたことで、日本近代

文学館の資料室にこもりながらオリジナルの雑誌や資

料を自分の眼で確かめるという貴：重な体験をすること

もできた。

　前任校では、当初、教養部に所属していたため、近

代文学だけでなく日本文化論も担当することになり、

故郷論、書生論、モダニズム文化からみた「浅草」研

究、ラジオ・ドラマ研究、少年・少女論、出版文化論

など、ときどきの興味に応じて本当に好き勝手な授業

をさせてもらった。文学などという研究領域にほとん

ど興味を持っていない学生を相手に、こちらの言葉が

届かないという壁にぶつかったりもしたが、それもい

まにして思えば、文学として自明化されているものを

疑い、研究のあり方そのものを自らの思考によって再

構築していくためのステップになったと思う。

　九州大学では、多くの大学院生、幅広い研究領域で活

躍する同僚のみなさんに出会うことができ、刺激にみち

た毎日を送らせていただいているが、そうした恵まれた

環境を十全に活かしながら、着実に研究を深化させてい

きたいと考えている。よろしくお願いいたします。
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自己紹介に代えて

私は秋田の雪深い山

間の町に生まれ育った O

近くには白神山地のブ

ナ原生林が広がり、家

の前を泊々と水をたた

えた川が流れていた O

ほとんど文房具屋 とい

っていいような構えの

本屋と小さな映画館が

ひとつしかない町だった。私の母は、そんな小さな町

の図書館に勤めていt.:.o 必然的に図書館は遊び場とな

り、私は、幼し、頃からずらりと並んだ書架をうろっき、

舷量に似た感覚を味わっていた。

そんなわけで、中学生の頃から本だけは読みあさっ

た。ただし、図書館では親の日が届いてしまうので、

本当に読みたい本はこっそり手に入れるという習慣が

できあがっていた O 本屋に出かけ、片隅で日焼けして

いる丈庫本をながめながら、どこか大人びていて狼裂

な匂いのする本を探したり、新潮文庫を「あ」から順

番に読んでいったりするのが好きだった。

「さj行あたりで私の高校生活は終り、上京するこ

とになったO 文学部に進学するといったとき、親戚の

婆ちゃんは「あんたはアカになるのかjといった (とて

も優しい人だったけど、それは婆ち ゃんにと っての

「現実Jだったのだろう )。大学院に進学 したいといっ

たとき、父は 「そ うか、お前は小説を書 きたいのか」

とひとりごちていた。つ くづく学問研究とは縁のない

環境に育ったものだが、いまになって振り返ってみる

と、そうした<場>から文学テクストにアプローチし

はじめたことは、私にと ってとても重要な研究モチー

フになっているように思う O

たとえば、秋田にいた頃に話していた言葉と東京で

自分が使う 言葉 との落差 を事あるごとに突きつけら

れ、 言葉の暴力性と差別性を切実に受け止めることが

できた。また、 自分が自分の根っこにあるものを恥じ、

それを棄てようとしていることに気づいたとき、私は、

様々な文学テクストを作者の擬態と して捉えるように

なっていた O 人間は 「私」のことしか分からないし
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「私Jのことしか語れなし、。だが、ありとあ らゆる言

諸表現は、「私」を何者かに仮託することによ ってし

か語れない。結果として、「私」は「ね」の正体を絶

えず取り逃がしていく・・・・ O 私が研究の世界に足を踏

み入れることになるき っかけは、そうした「私Jと世

界 (=他者)との聞に横たわるジ レンマを突き抜けた

いという衝動に他ならなかった。

こうして日本近代文学を専攻することになったわけ

だが、 学部時代は現代小説から!罷史小説へと向かって

いく時代の森鴎外を、修士課程では大正から昭和初期

にかけての川端康成を、 博士課程では明治大正期の劇

文学をというかたらで、テーマはめま ぐる しく変化し

続けた。院生時代には、生活のために塾や予備校で現

代文を教えたことで、教材としての文学テクストに関

しでも関心が強まり、明治期の国字 ・困語問題をはじ

めとして、学校教育における「国語jの成立と今日に

至る史的検証を大きな研究の柱としてもつようになっ

たし、雑誌『太陽JのCD-R版を出版する企画に加わ

り書誌データ収集の仕事を任されたことで、 H本近代

文学館の資料室にこもりながらオ リジナルの雑誌や資

料を自分の眼で確かめるという貴重な体験をすること

もできた。

前任校では、当初、教養部に所属していたため、近

代文学だけでなく日本文化論も担当することになり、

故郷論、 書生論、モダニズム文化からみた「浅草J研

究、ラジオ ・ドラマ研究、少年・少女論、出版文化論

など、ときどきの興味に応じて本当に好き勝手な授業

をさせてもらった。文学などとし寸研究領域にほとん

ど興味を持っていない学生を相手に、こち らの言葉が

かないという壁にぶつかったりもしたが、それもい

まにして思えば、文学として自明化されているものを

疑い、研究のあり方そのものを白らの思考によ って再

構築 していくためのステ ップになったと思う O

九州大学では、多くの大学院生、幅広い研究領域で活

躍する同僚のみなさんに出会うことができ、刺激にみち

た毎日を送らせていただいているが、そうした恵まれた

環境を十全に活かしながら、着実に研究を深化させてい

きたいと考えている O よろしくお願いいたします。
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r万朝雨』1901年12月20日号に載った足

尾鉱毒演説会でポーコを叫ぶ姿のイラスト

　多くの日本の

方々は、韓国人の

私が内村鑑一｛のキ

リスト教思想を研

究していることを

知ると、「どうし

て内村鑑三を研究

するようになった

のか」と尋ねられ

ます。しかし、
「偶然そうなった」

というのが正直なところです。

　ただ、この6年間、飽きもしないでひたすら内村に

関わってきたのはどうしてなのだろう、と私自身自問

することもあります。

　ソウルより車で南に向かって約1時間ぐらい走ると

水原という町があり、そこから少し離れた村で私は生

まれ、高校時代まで暮らしました。村は低い山々に囲

まれており、我が家と裏山を区切るものと言えば、大

きな数本の檜とれんぎょうであり、この裏山が私の遊

び場でも勉強の場でもありました。私にとって、この

裏山以外にもうひとつの重要な場所は、クリスチャン

であった母に連れられて小さい時から通っていた教会

でした。

　高校卒業とともに、田舎の村を離れてソウルへ移り

ましたが、しかしそれは生活の本拠地の移動にとどま

らず、自然との別離、教会からの離反をもたらすこと

になりました。

　ソウルでの新しい生活環境、特に軍部クーデターや

「光州事件」、それに伴う激しい大学街の民主化運動な

どの渦中で、それまで抱いていたキリスト教の神や教

会に対する考え方が変わっていきました。民主化運動

に関わっていた当時の私にとって、多くの教会は韓国

のきびしい政治的現実に目をつぶり、個人の心の安ら

ぎのみを求めているように思われ、教会へは足を運ば

なくなっていきました。

　大学の卒業後、韓国の高校で日本語を教えていまし

たが、自分の日本語と日本の歴史などの知識をもう少

し深めたいと考え、1996年来日し、九州大学に入りま

した。そしてまったく思いもよらないことに、内村を

中心とした日本キリスト教思想を研究するようになり

ました。

　修士課程では、内村の政治思想、つまり内村のナシ

ョナリズムとキリスト教思想を問題にしました。教育

勅語に拝礼しなかったという理由で、第一高等中学校

を免職になった有名な「不敬事件」、それをめぐって

明治政府を代表する井上哲次郎とキリスト教界とのあ

いだで生じた「教育と宗教の衝突1論争、さらに日清

戦争の際の戦争擁i護論、およびその後の帝国主義批判、

足尾鉱山事件への関与、日露戦争に際しての非戦論

等々。

　私の修士論文「内村鑑三の二つのJ－JesusとJapan

一」は、内村を「イエスのために1ある自我と「日本

国のために1ある自我との鋭い緊張関係を常に持ち続

けた愛国者として捉える見方を提示することでありま

した。

　しかし、やがて内村は活発な社会・政治評論活動を

止め、聖書研究に沈潜して行きます。私が修士論文で

扱った内村の思想はいわゆる内村の中期思想に該当

し、そこでは贈罪信仰と進歩史観が不可分なかたちで

結びついておりました。この進歩史観が日露戦争さら

には第一次IUr界大戦を契機に衰退していき、内村はキ

リストの再臨思想（終末論）へと大きく傾斜していき

ます。

　そこで私は内村のキリスト教信仰を問題にしょうと

思いました。博士課程の三年間、考察を内村のキリス

ト教思想に限定し、初期から最晩年にいたる内村の聖

書研究の著作を検討いたしました，，そして何とか博士

論文「内村のキリスト教思想一贈罪論と終末論を中心

として一」を書き上げた次第です。しかし、この論文

によって私は内村のキリスト教思想への「門口」へよ

うやく辿り着いた感がしております。

　このようにして、大学入学とともに故郷の村を離れ、

教会を離反した私は、日本のキリスト者内村鑑三の研

究を通してふたたびキリスト教と関わるようになりま

した。
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私と内村鑑三

1901年12月20日号に載った足

尾鉱毒演説会でポーコを叫ぶ姿のイラスト

というのが正直なところです。

多くの H本の

方々は、韓[tq人の

私が内村鑑:のキ

リスト教思想を研

究していることを

知ると、「どうし

て内村鑑三を研究

するようになった

のか」と尋ねられ

ます O しかし、

「偶然そうなった」

ただ、この6年間、飽きもしないでひたすら内付に

関わってきたのはどうしてなのだろう、と私自身自問

することもあります。

ソウルより車で南に向かつて約 1時間ぐらいたると

水原という町があり、そこから少し離れた村で私は生

まれ、高校時代まで暮らしました。村は低い山々に固

まれており、我が家と裏111を区切るものと言えば、大

きな数本の檎とれんぎょうであり、この裏山が私の遊

び場でも勉強の場でもありました。私にとって、この

ま山以外にもうひとつの主要な場所は、クリスチャン

であった母に連れられて小さい時から通っていた教会

でLた。

高校卒業とともに、田合の村を離れてソウルへ移り

らず、自然との別離、教会からの離反をもたらすこと

になりました。

ソウルでの新しい生活環境、特に軍部クーデターや

1)υ十|事件J、それに伴う激しい大学街の民主化辺動な

どの渦中で、それまで抱いていたキリスト教の判lや教

会に対する考え方が変わっていきました。民主化運動

に関わっていた当時の私にとって、多くの教会は韓国

のきびしい政治的現実にt-Iをつぶり、個人の心の安ら

ぎのみを求めているように思われ、教会へは足を運ば

なくなっていきました。

大学の卒業後、韓国の高校で日本語を教えていまし

たが、自分の日本語と日本の歴史などの知識をもう少
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し深めたいと考え、 1996年来日し、九州大学に入りま

した。そしてまったく思いもよらないことに、内十すを

中心とした日本キリスト教思想を研究するようになり

ました。

修士課れでは、内村の政治思想、つまり内村のナシ

ョナリズムとキリスト教思想を問題にしましたっ教育

勅語に拝礼しなかったという理由で、第一高等中学校

を免職になった有名な(不敬事件J、それをめぐって
明治政府を代表する井上哲次郎とキリスト教界とのあ

いだで生じた「教育と宗教の衝突|論争、さらに日清

戦争の際の戦争擁護論、およびその後の帝国主義批判、

足尾鉱山事件への関与、日露戦γrに|尽しての非戦論
土色三ん
τナノマ C

私の修士論文「内村鑑三の三つの J-JesusとJapan

-Jは、内村を「イエスのために|ある自我と「日本
国のために|ある白我との鋭い緊版関係を常に持ち続

けた愛国者として捉える見方を提IJょすることでありま

した。

しかし、やがて内村は活発な社会・政治評論活動を

止め、聖書研究に沈潜して行きます。私が修士論文で

扱った内村の思想、はいわゆる内村-の中期思想、に該当

し、そこでは蹟罪信仰と進歩史観が不可分なかたちで

結びついておりました。この進歩!と観が日露戦争さら

には第一次|吐界大戦を契機に衰退Lていき、内村はキ

リストの再臨思想(終末論)へと大きく傾斜していき

ます。

そこで私は内村のキリスト教信仰を問題にしようと

思いました。博士課程の三年間、与-察を内村のキリス

ト教思想、に限定し、初期から最晩年にいたる内村の聖

書研究の若作を検討いたしましたりそして何とか博士

論文「内村のキリスト教思想 噴非論と終末論を中心

として-Jを書き上げた次第です口しかし、この論文
によって私は内村のキリスト教忠忽への「門口」へよ

うやく辿り肴いた感がしております。

このようにして、大学入学とともに故郷の村を離れ、

教会を離反した私は、日本のキリスト者内村鑑三の研

究を通してふたたびキリスト教とWJわるようになりま

した。



榎　　　透

（文化構造講座）
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でしたが、いまではすっかり慣れ、

で研究をしています。専門は憲法学ですが、憲法学の

お作法を踏まえつつも、「学際性」を唱う比文の出身

であることを自覚しながら研究しています。

　私が憲法に関心を持つようになったのは、高校生の

頃で、たまたま学校の図書館にあった憲法学者の書い

た本を数冊読み、天皇制度や平和主義の問題に興味を

引かれたからです。それまでの私は、天皇や自衛隊は

当然にあるべき存在として疑ったことがなかったの

で、憲法学者の書いた市民向けの本にある、例えば

「自衛隊は憲法違反である！」いった記述に衝撃を受

けたものでした。それ以来、憲法学者が何を考えてい

るのか知りたくて、憲法学者の書いた一般向けの本を

読むようになりました。

　このような高校生活を過ごした私は、当然のように

大学で法学部を選択しました。学部（九州大学法学部）

では、教科書や判決を読むことを通して憲法を勉強し

てきました。その勉強の中で、国家や憲法の役割とは

いったい何であるのか、という素朴な疑問を持つよう

になり、憲法やそれに深く関わる政治の研究を志し、

大学院への進学を決意しました。

　幸いなことに比文に入学を許され、修士課程の2年

と博士後期課程の3年半を経て現在に至っています。

大学院では、修士課程から今まで一貫して、憲法（学）

における「国家」観・「自由」観について研究を行っ

てきました。成果としては、先頃、博士論文「『国家

　昨年10月1日付で文

化空間部門文化動態講

座（学府では日本社会

文化専攻文化構造講

座）の助手に着任いた

しました榎と申しま

す。本研究科（現・比

較社会文化学府）の出

身ですので、自分の先

生と同じ建物で研究す

ることになり、着任当

初は妙に緊張したもの

　　自由な雰囲気の中

からの自由』と『国家による自由』の交錯　　ステイ

ト・アクション法理を手掛かりとして」を提出し、学

位を取得したことがあげられます（詳しくは本誌掲載

の「博士論文の執筆を終えて」に譲ります）。

　院生時代は、ある先生から「他に行くところは無い

のか？」と言われてしまったように、大学に行き、ゼ

ミに出席し、本を読み、論文を書く、という日々を過

ごしていました。そのような平凡な毎日の中でも、他

の専門分野の人と語らうことのおもしろさを知ること

ができたのは、大きな収穫でした。しっかりと研究を

している人の話は、自分の知らない学問領域のことで

あっても、おおいに知的刺激を受けるものです。また

専門外の人に対して、専門用語を使わないで自分の研

究について話すことは、難しくもあり、面白くもあり

ます。私の場合、憲法学では自明であるはずの基本原

理に対して、鋭い問題提起をされたことがあり、少々

大げさに言えば、憲法（学）を取り巻く厳しい学問的環

境に気づかされた経験を持っています。このように他

分野の人と話すことは、論文の醍醐味であると思うの

ですが、学問分野横断的な勉強会が一頃に比べてめっ

きりと少なくなってしまったことは、私には少々気に

かかるところです。

　ところで比文の出身ということもあって、私は比文

同窓会の事務（会員集めと名簿作り）を担当していま

す。回文同窓会は、比文の修了生・在学生・教官相互

の友好親睦と知識の交換を図ることを目的として設立

された組織で、修了生はもちろん、在学生でも入会す

ることができます。ただいま修了生・在学生の入会申

込を受け付けています（希望者は榎までお問い合わせ

下さい）。事務担当者といたしましては、修了生・在

学生の交友範囲の拡大に役立つようなお手伝いができ

ればと思っていますので、1人でも多くの方のご入会

をお待ち申し上げております。

　比文の自由な雰囲気の中で、専門である憲法学はも

ちろんのこと、他分野の成果もできるだけ吸収してい

きたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたし

ます。
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自 己

昨年10月1日付で文

化空間部門文化動態講

座(学府では 日本社会

文化専攻文化構造講

座)の助手に着任いた

しました榎と申しま

すO 本研究科(現・比

較社会文化学府)の出

身ですので、自分の先

生と同じ建物で研究す

ることになり、着任当

初は妙に緊張したもの

でしたが、いまではすっかり慣れ、自由な雰囲気の中

で研究をしています。専門は憲法学ですが、憲法学の

お作法を踏まえつつも、「学際性jを唱う比文の出身

であることを自覚しながら研究していま-90

私が憲法に関心を持つようになったのは、高校生の

頃で、たまたま学校の図書館にあった憲法学者の書い

た本を数冊読み、天皇制度や平和主義の問題に興味を

ヲ|かれたからです。それまでの私は、天皇や自衛隊は

当然にあるべき存在と して疑った ことがなかったの

で、憲法学者の書いた市民向けの本にある、例えば

「自衛隊は憲法違反であるリいった記述に衝撃を受

けたものでした。それ以来、 憲法学者が何を考えてい

るのか知りたくて、憲法学者の書いた一般向けの本を

読むようになりました。

このような高校生活を過ごした私は、 当然のように

大学で法学部を選択しました。学部(九州大学法学部)

では、教科書や判決を読むことを通して憲法を勉強し

てきました。その勉強の中で、国家や憲法の役割とは

いったい何であるのか、という 素朴な疑問を持つよう

になり、憲法やそれに深く関わる政治の研究を志し、

大学院への進学を決意しました。

幸いなことに比文に入学を許され、修士課程の 2年

と博士後期課程の 3年半を経て現在に至っています。

大学院では、修士課程から今まで一貫して、憲法(学)

における「国家」観・ 「自由J観について研究を行っ

てきました。成果としては、先頃、博士論文 rr国家
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からの自由Jと『国家による自由Jの交錯一一ステイ
ト・アクション法理を手掛かりとしてJを提出し、 学
位を取得したことがあげられます(詳しくは本誌掲載

の「博士論文の執筆を終えてjに譲ります)。

院生時代は、ある先生から「他に行くところは無い

のか?Jと言われてしまったように、大学に行き、ゼ

ミに出席し、本を読み、論文を書 く、という日々を過

ごしていました。そのような平凡な毎日の中でも、他

の専門分野の人と語らうことのおもしろさを知ること

ができたのは、大きな収穫でした。しっかりと研究を

している人の話は、自分の知らない学問領域のことで

あっても、おおいに知的刺激を受けるものです。また

専門外の人に対して、 専門用語を使わないで自分の研

究について話すことは、難しくもあり、面白くもあり

ます。私の場合、 憲法学では自明であるはずの基本原

理に対して、鋭い問題提起をされたことがあり、少々

大げさに言えば、 憲法(学)を取り巻く厳 しい学問的環

境に気づかされた経験を持っています。このように他

分野の人と話すことは、比文の醍醐味であると思うの

ですが、学問分野横断的な勉強会が一頃に比べてめっ

きりと少なくなってしまったことは、私には少々気に

かかるところです。

ところで比文の出身ということもあって、私は比文

同窓会の事務(会員集め と名簿作り )を担当していま

す。比丈同窓会は、比文の修了生・在学生・教官相互

の友好親睦と知識の交換を図ることを目的として設立

された組織で、修了生はもちろん、在学生でも入会す

ることができます。ただいま修了生 ・在学生の入会申

込を受け付けています(希望者は榎までお問い合わせ

下さい)0 事務担当者といたしましては、修了生・在

学生の交友範囲の拡大に役立つようなお手伝いができ

ればと思っていますので、 1人でも多くの方のご入会

をお待ち申し上げております。

比文の自由な雰囲気の中で、 専門である憲法学はも

ちろんのこと、他分野の成果もできるだけ吸収してい

きたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたし

ます。
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馬　場　芳　之

（地域資料情報講座）

　平成13年11月1日付

けで比較社会文化研究

院・生物多様性講座の

助手に着任いたしまし

た馬場芳之です。主に

鳥類を用いた、地域個

体群の遺伝的構造をメ

インテーマとして研究

しています。

　小学校から大学まで

埼玉県にある学校に通

い、埼玉大学を卒業、

できて間もない九州大学比較社会文化研究院に進学

し、卒業後COEを1年おこない、現在に至っています。

小学校から高校までは植物にもっとも興味があり、小

学から中学校にかけては花壇の手入れが好きで、高校

になると野草に興味が移りクラブで学校周辺の植物の

調査をおこなっていました。大学に入るころには興味

の中心が野鳥に移り、鳥を題材とした研究で大学の卒

業研究をおこなおうと決心したことから現在の研究へ

発展してきました。

　九州大学大学院の修士課程では、「日本産ライチョ

ウ類の遺伝的多様性と保全」という題で日本に生息す

るライチョウとエゾライチョウの遺伝的な研究をテー

マとしました。ニホンライチョウはユーラシア大陸か

ら北アメリカ大陸にかけての高山やツンドラに生息す

るライチョウの最南端の亜種です。生息数は約3000羽

と少なく、環境庁のレッドデータブックの絶滅危惧II

類に指定され絶滅が危惧されています。このように生

息地が限定された生物のDNAを調べることで遺伝的

構造を明らかにすることは、今後の保護対策を考える

上での遺伝的な交流を元にした地域分類や、個体数で

なく遺伝的多様性から地域個体群評価をする基礎資料

として用いることができます。エゾライチョウはヨー

ロッパから東アジアの森林に生息する鳥で、日本での

分布は北海道のに生息します。エゾライチョウは北海

道の森の中に生息するので人目につきにくく地味な鳥

です。両種は生息環境が異なりますが、生態は、共通

した部分が多くあります。修士論文ではこれら2種の

日本で採取された試料で分析をおこないました。

　博士論文では他の種との比較でなく、同じ種で異な

る個体群を調べることが個体群の遺伝的構造を明らか

にするのに重要ということがわかり、Molecular　phylo

geny　and　population　history　of　the　rock　ptarmigan　and　the

hazel　grouse　in　Japanという題で、日本国内だけでなく

海外のライチョウ類2種の遺伝的構造と個体群変遷史

をテーマとして研究してきました。海外の研究者から

アメリカ、ロシア、ヨーロッパなどの多くの地域から

試料を入手し、国内のライチョウ試料は自身で山開き

前の日本アルプスにのぼりました。これにより大学生

のときに初めてライチョウを見たときに拾った羽毛か

ら始からはじまったこの研究は、ひとまず博：士論文と

して区切りをつけることができました。

　この研究から北アルプスと南アルプスのニホンライ

チョウは、外国のライチョウと約3．5万年前に別れ、

DNAの分析からもライチョウが氷河期の遺存生物で

あることが示された。また南アルプスと北アルプスの

ニホンライチョウは、DNAが少し異なり別々の個体

群であると示唆され、ライチョウの保護をおこなう上

で対象地域を南アルプスと北アルプスに分けてそれぞ

れの地域ごとにおこなう必要があることも明らかにな

りました。エゾライチョウは最終氷期中に生息地を極

東の狭い地域に狭まれていた時期があり、その後現在

の植生になるとともにヨーロッパ方面へ分布を広げた

モデルを作り上げることができました。

　大学院卒業後COEになり、分析対象種にライチョウ

と似たような環境で繁殖するイワヒバリやマナヅル、

ナベヅルを加えるとともに、分析領域を新たに免疫反

応で重要な遺伝子であるMHC遺伝子を加え、個体群

の変遷をより詳しく明らかにしょうと考えています。

助手になってもこれらの研究を進めていき、実らせた

いと思っています。これまでの研究において何人もの

すばらしい方々にお世話になりました。助手として少

しでもそのような方に近づけるように努力したいと思

っています。新たな環境のもと職務・研究に努力しま

すので、よろしくおねがいいたします。
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烏とのつきあい

平成13年11月l日付

けで比較社会文化研究

院・生物多様性講座の

助手に着任いたしまし

た馬場芳之です。主に

鳥類を用いた、地域個

体群の遺伝的構造をメ

インテーマとして研究

しています。

小学校から大学まで

埼玉県にある学校に通

い、埼玉大学を卒業、

できて問もない九州大学比較社会文化研究院に進学

し、卒業後COEを1年おこない、現在に至っています。

小学校から高校までは植物にもっとも興味があり、小

学から中学校にかけては花壇の手入れが好きで、高校

になると野草に興味が移りクラブで学校周辺の植物の

調査をおこなっていました。大学に入るころには興味

の中心が野鳥に移り、烏を題材とした研究で大学の卒

業研究をおこなおうと決心したことから現在の研究へ

発展してきました。

九州大学大学院の修士課程では、「日本産ライチョ

ウ類の遺伝的多様性と保全jという題で日本に生息す

るライチョウとエゾライチョウの遺伝的な研究をテー

マとしましたO ニホンライチョウはユーラシア大陸か

ら北アメリカ大陸にかけての高山やツンドラに生息す

と少なく、環境庁のレッドデータブックの絶滅危倶II

類に指定され絶滅が危倶されています。このように生

息地が限定された生物のDNAを調べることで遺伝的

構造を明らかにすることは、今後の保護対策を考える

上での遺伝的な交流を元にした地域分類や、個体数で

なく遺伝的多様性から地域個体群評価をする基礎資料

として用いることができます。エゾライチョウはヨー

ロッパから東アジアの森林に生息する烏で、日本での

分布は北海道のに生息します。エゾライチョウは北海

道の森の中に生息するので人目につきにくく地味な烏

です。両種は生息環境が異なりますが、生態は、共通
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した部分が多くあります。修士論文ではこれら 2種の

日本で採取された試料で分析をおこないました。

博士論文では他の種との比較でなく、同じ種で異な

る個体群を調べることが個体群の遺伝的構造を明らか

にするのに重要ということがわかり、 Molecularphylo 

geny and population history of the rock ptarmigan and the 

hazel grouse in ]apanという題で、日本国内だけでなく

海外のライチョウ類2種の遺伝的構造と個体群変遷史

をテーマとして研究してきました。海外の研究者から

アメリカ、ロシア、ヨーロ ッパなどの多くの地域から

試料を入手し、国内のライチョウ試料は自身で山聞き

前の日本アルプスにのぼりました O これにより大学生

のときに初めてライチョウを見たときに拾った羽毛か

ら始からはじま ったこの研究は、ひとまず博士論文と

して区切りをつけることができました。

この研究から北アルプスと南アルプスのニホンライ

チョウは、外国のライチョウと約3.5万年前に別れ、

DNAの分析からもライチョウが氷河期の遺存生物で

あることが示された O また南アルプスと北アルプスの

ニホンライチョウは、 DNAが少し異なり別々の個体

群であると示唆され、ライチョウの保護をおこなう上

で対象地域を南アルプスと北アルプスに分けてそれぞ

れの地域ごとにおこなう必要があることも明らかにな

りました。エゾライチョウは最終氷期中に生息地を極

東の狭い地域に狭まれていた時期があり、その後現在

の植生になるとともにヨーロ ッパ方面へ分布を広げた

モデルを作り 上げることができました。

大学院卒業後COEになり、分析対象種にライチョウ

と似たような環境で繁殖するイワヒバリやマナヅル、

ナベヅルを加えるとともに、分析領域を新たに免疫反

応で重要な遺伝子であるMHC遺伝子を加え、個体群

の変遷をより詳しく明らかにしようと考えています。

助手になってもこれらの研究を進めていき、 実らせた

いと思っています。これまでの研究において何人もの

すばらしい方々にお世話になりました。助手として少

しでもそのような方に近づけるように努力したいと思

っています。新たな環境のもと職務・研究に努力しま

すので、よろしくおねがいいたします。





鏑　木政彦
（比較文化講座）

　今年の二月に、科研費（出版助成費）を得て、九州

大学出版会より『ヴィルヘルム・ディルタイ　　精神

科学の生成と歴史的啓蒙の政治学』を出版することが

できました。

ヴィルヘルム・ディルタイ

精神科学の生成と歴史的啓覆の政治学
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九州大学出版会

　本というのは不思議なものです。今回、自分の書い

たものが書店に並べられているのをみて、特に本とい

う商品の特異性について考えさせられました。商品は、

その使用価値の故に購入されます。ところで、書物の

使用価値とはなんなのでしょうか。

　それを読むことで憂さを晴らすことができる精神安

定剤的効能、それを読むことで得られる情報の生み出

す価値、そこに書かれていることを信じる事で得られ

る精神的力等々、もろもろのものがあると思いますが、

学術書の使用価値は主として、当該領域における専門

的知見を得られること、またその当該専門領域で研究

するためのスキルを学べることでしょうか。

　それで言えば、本書の使用価値は、ヘーゲル以後の

ドイツ思想史について、またその時代のドイツの歴史

論や学問論について少し詳しくなれること、二十世紀

になって著しい展開をみる解釈学の端緒をかいま見る

ことができること、そんなところが（敢えて言えば）

「売り」でしょうか。〈そういう事には関心などあり

ません〉という方は、おそらくこの書物を手にも取ら

ないことでしょうし、それはもっともな判断です。

　しかし、書いた本人からすると、「当該領域におけ

る専門的知見」を書くことなどはほとんど意識してい

なかったことで、私はただ、学知というものがどのよ

うなものであるのか、特に政治思想史を専門とする立

場から、政治的社会全知というものが何を基礎として

成り立ちうるのか、そんなことを考えながら、この本

のもとになる論文を書いていました。

　そういうわけですから、〈ドイツ関係は自分の専門

と関係がないや〉とか、〈哲学は詳しくないし興味が

ないの〉とか、そう思う方々に、〈いやそうではない、

この書物はそういう専門的なことのため（だけ）に書

いたのではない〉ということだけは、ここではっきり

言っておきたいわけです。

　しかしながら、哲学者の名前を本のタイトルにして

いるようでは、そうした意図は伝わるわけもありませ

ん。普通の商品ならば、商品の価値、効能を魅力的な

コピーで表現し、名前と中味との間に齪鶴が生じない

ように気をつけるのでしょうが（もっとも中味のない

ところに幻想を振りまくということの方が多いのかも

しれませんが）、本というものは、タイトルだけでは

中味は必ずしもわからない、そういう特質のある商品

です。

　そこで、せっかくこうした自著紹介の場を与えられ

たのですから、商品の中味に見合った宣伝文句を（恥

ずかしながら）書かせてもらおうではありませんか、

と思うに至りました。思うに、商品としての性格が書

物に近いのは薬のような気がします。薬が身体に働き

かける効果を有するのに対して、書物は精神に働きか

けます。もちろん、効かない薬もあるように、効かな

い書物もあります。高い薬でも効かないものは効かな
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大学出版会より『ヴイルヘルム ・デイルタイー一精神

科学の生成と歴史的啓蒙の政治学jを出版することが

できました。
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九州大学出版会

本というのは不思議なものです。今回、自分の書い

たものが書屈に並べられているのをみて、特に本とい

う商品の特異性について考えさせられました。商品は、

その使用価値の故に購入されます。ところで、 書物の

使用価値とはなんなのでしょうか。

それを読むことで憂さを晴らすことができる精神安

定剤的効能、それを読むことで得られる情報の生み出

す価値、そこに書かれていることを信じる事で得られ

る精神的力等々、もろもろのものがあると思いますが、

学術書の使用価値は主として、当該領域における専門

的知見を得られること、またその当該専門領域で研究

するためのスキルを学べることでしょうか。
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それで言えば、本書の使用価値は、ヘーゲル以後の

ドイツ思想史について、またその時代のドイツの歴史

論や学問論について少し詳しくなれること、 二 卜世紀

になって著しい展開をみる解釈学の端緒をかいま見る

ことができること、そんなところが (敢えて言えば)

「売 り」でしょうか。くそういう事には関心などあり

ません>という方は、おそらくこの書物を手にも取ら

ないことでしょうし、それはも っともな判断です。

しかし、書いた本人からすると 、「当該領域におけ

る専門的知見」を書くことなどはほとんど意識してい

なかったことで、私はただ、学知というものがどのよ

うなものであるのか、特に政治思想史を専門とする立

場から、政治的社会的知というものが何を基礎として

成り 立ちうるのか、そんなことを考えながら、この本

のもとになる論文を書いていました。

そういうわけですから、<ドイツ関係は自分の専門

と関係がないや>とか、<哲学は詳しくないし興味が

ないの>とか、そう思う方々に、くいやそうではない、

この書物はそういう 専門的なことのため(だけ)に書

いたのではない>ということだけは、ここではっきり

言っておきたいわけです。

しかしながら、哲学者の名前を本のタイトルにして

いるようでは、そうした意図は伝わるわけもあ りませ

ん。普通の商品ならば、商品の価値、効能を魅力的な

コピーで表現し、名前と中味との聞に歯IH頗が生じない

ように気をつけるのでしょうが (もっとも中味のない

ところに幻想を振りまくということの方が多いのかも

しれませんが)、本というものは、タイトルだけでは

中味は必ずしもわからない、そういう特質のある商品

です。

そこで、せっかくこうした自著紹介の場を与えられ

たのですから、商品の中味に見合った宣伝文句を (恥

ずかしながら)書かせても らおうではありませんか、

と思うに至りました。思うに、商品としての性格が書

物に近いのは薬のような気がします。薬が身体に働き

かける効果を有するのに対して、 書物は精神に働きか

けます。もちろん、効かない薬もあるように、効かな

い書物もあります。高い薬でも効かないものは効かな




















